
つらら：水の滴りが凍ったもので、軒下や木の枝などに垂れ下がる。

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子

中学校の入学説明会

ボランティアに感謝

亀谷先生と長内先生

大型テレビで分かりやすく説明

森の子学級の歩くスキ－

体育のスケ－ト学習

２月９日（火）に、６年生を対象に中学校の入学説明会が

行われました。例年、緑園中学校の体育館に、森の里小と開

西小、両校の児童と保護者が一堂に会して行われております

が、今年度は新型コロナウイルス対策により、児童は森の里

小学校で、保護者は緑園中学校での説明会となりました。

当日は、緑園中学校教諭の長内直樹先生（本校の卒業生）

と、亀谷知樹先生（緑園中学校の卒業生）が来校し、中学校

生活を主に学習と生活に分けて説明していただきました。

説明の途中には、社会科のミニ授業もあり、子ども達は積

極的に発言をしたり、反応したりしていました。説明の中で

印象的であったのは「挨拶と返事」をしっかりすることや、

勉強以外にも夢中になれることを見つけてほしいという話で

した。

最後の質問コ－ナ－は「新中１は何クラスになりますか」等の質問が出ていました。中学校の

先生からは、今現在３クラスを予定していると回答をいただいていました。

６年生の子ども達が、中学校生活に期待を膨らませたことと思います。６年生の保護者には、

案内を配布しましたが、今現在、卒業生と保護者２名までで、卒業式を実施する予定です。

年が明けても降雪がなく、完成が心配されたスケ－トリンク

でしたが、１月２５日に無事完成し、予定通りの学習を実施す

ることができました。（明日のオ－バルがスケ－ト学習の最後）

新型コロナウイルスの影響により、例年より人数を縮小しま

したが、今年度も全学年のスケ－トと森の子学級の歩くスキ－

をボランティアの皆さんにサポ－トしていただきました。

スケ－ト学習は、柴田芙美子さん（地域）と田村美樹さん（Ｐ

ＴＡ）、歩くスキ－は水野弘一（ＰＴＡ）にご協力いただきま

した。帯広市の学校支援地域本部事業を活用し、ボランティア

の皆さんにご協力いただいています。今後も感染症対策に留意

しながら、外部講師の積極的な活用を行っていきます。



２月２日（火）に、４年生の「おびひろ市民

学」で防災教室を行いました。

帯広市役所危機対策課の西澤さんを講師に、

前半はクイズ形式で地震や水害への備え、災害

時の避難の仕方についての学習をしました。

学習の後半では、担架を使った実習を行いま

した。また、様々な防災グッズの紹介もしてい

ただきました。

おびひろ市民学 ４年生

防災教室

３０周年記念事業

本棚の整備

今年の節分は

担架を使った実習

開校３０周年を記念して、帯広市より本棚を２台寄贈していた

だきました。新型コロナウイルスに関係する予算で、図書室の本

が例年以上に整備されました。本を整理する棚が不足していたこ

とから、とてもありがたい寄贈となりました。

本棚の上部には、全校児童が３センチメ－トル四方の木材に、

好きな文字やイラストなどを描き、「もりさと三十」と飾りつけを

しました。当面の間、玄関ホ－ルに設置しておく予定です。

本に親しみながら、いつまでも大事に使わせていただきたいと

思います。

今年は、１２４年ぶりに２月２日の節分となりました。節分の日に、学校のリ

ンクに、赤鬼と青鬼が登場し、見事なスケ－ティングを披露してくれました。

一般的に、「鬼は外、福は内」と言いながら豆まきを行いますが、一部の地域や

神社によっては「福は内、鬼も内」と言うところもあるようです。次回２月２日

が節分になるのは２０２５年です。２０５７年と２０５８年には２年連続で２月

２日になるようです。


